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精製白糖・ポビドンヨード配合軟膏

ポビドリンパスタ軟膏

ポビドリンパスタ軟膏
3.5～5.5（本品2gを水20mLに懸濁するとき）pH

マクロゴール400、マクロゴール1540、ポリオキ
シエチレン（160）ポリオキシプロピレン（30）
グリコール、濃グリセリン、プルラン、ヨウ化カ
リウム、カルボキシビニルポリマー、尿素、水酸
化ナトリウム

褐色の軟膏剤で、僅かに特異なにおいがある。

100g中
精製白糖 70g
ポビドンヨード 3g

18. 薬効薬理
18.2 生物学的同等性試験
18.2.1 ポビドリンパスタ軟膏とユーパスタコーワ軟膏につい
て、ラット皮膚切創に対する切創治癒効果を皮膚創耐張力を
指標として比較検討した。その結果、ポビドリンパスタ軟膏
とユーパスタコーワ軟膏は有意な治癒効果を示し、また、両
剤間に有意な差は認められず、両剤の生物学的同等性が確認
された4）。

ユーパスタコーワ軟膏
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18.2.2 ポビドリンパスタ軟膏とユーパスタコーワ軟膏につい
て、ラット皮膚欠損傷に対する皮膚治癒促進効果を皮膚欠損
面積を指標として比較検討した。その結果、ポビドリンパス
タ軟膏とユーパスタコーワ軟膏は有意な治癒効果を示し、ま
た、両剤間に有意な差は認められず、両剤の生物学的同等性
が確認された4）。

19. 有効成分に関する理化学的知見
19.1 精製白糖

19.2 ポビドンヨード

ユーパスタコーワ軟膏

白色の結晶性の粉末、又は光沢のある無色あ
るいは白色の結晶である。水に極めて溶けや
すく、エタノール（99.5）にほとんど溶けな
い。

暗赤褐色の粉末で、僅かに特異ないおいがあ
る。水又はエタノール（99.5）に溶けやすい。
1.0gを水100mLに溶かした液のpHは1.5～3.5
である。

20. 取扱い上の注意
20.1 直射日光又は高温を避けて保存すること。
20.2 開封後は乾燥を防ぐため密栓して保存すること。

26. 製造販売業者等
26.1 製造販売元

26.2 販売

22. 包装
　プラスチック容器：100g、500g
　チューブ：100g

24. 文献請求先
　ニプロ株式会社　医薬品情報室 
　〒566-8510 大阪府摂津市千里丘新町3番26号 
 TEL：0120-226-898 
 FAX：050-3535-8939 
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